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安心安全な教育環境のための少人数学級を求める請願 

 

新型コロナ感染拡大の収束がみえない今，学校でも「新し

い生活様式」を確保してほしい，様々な心身の影響を受ける

子どもたち一人ひとりに目が行き届き，みんなが健やかに豊

かに学び合えるようにしてほしい，と少人数学級を求める世

論が高まっている。 

全国一斉休校明けに各地で行われた分散登校の経験は，子

どもたち，保護者，教師にとっても「20 人くらいがいい」と

歓迎され，コロナ禍での少人数学級実現を求める契機となっ

た。 

また，政府の教育再生実行会議では，ひとクラス 20 人以

下でなければ２ｍのソーシャルディスタンスはとれないこ

とが明らかにされている。さらに，OECD 諸国との比較では，

１学級当たりの日本の生徒数は，小学校では OECD 平均 21人

に対し 27 人，中学校は OECD 平均 23 人に対し 32人，と過密

であること，GDP に対する教育への支出の額は 38 カ国中下

から２番目の 37位と，とても少ないことが指摘される。 

これらのことから，国は予算全体を根本的に見直して，少

なくとも OECD 平均並みの教育予算を組んで，今や国際的に

スタンダードである 20 人学級をめざし，早急に 30 人以下

の学級編制にすることが求められる。 

少人数学級は，保護者と教職員，地域住民の強い願いであ

る。全国知事会会長，全国市長会会長，全国町村議会会長も，

少人数学級を求める要請を行っている。萩生田文科大臣も，

11 月 13 日の閣議後の記者会見で「令和時代の新しい学校の

姿として，30 人を目指すべきだ」とはっきり述べ，義務教育

標準法を改正して学級編制を引き下げるべきとする考えを

明らかにし，国会でも「不退転の決意で臨む」と決意を語っ

た。 
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不採択 



教育の目的は，学力向上だけでなく，子どもたちの人格を

形成することにある。そのために国は，感染症にも安心安全

な教育環境と，一人ひとりと丁寧に関わる学びの保障を両立

させることが重要である。 

以上の趣旨に沿って，下記について，国に対する意見書を

採択すること。 

 

１ 子どもたちのいのちと健康を守り，成長と発達を保障す 

るため「20人学級」を展望し，少人数学級を実現するこ 

と。そのために国は，標準法を改正し教職員定数改善計画 

を立てること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


